
KFC-MESSAGE 2007.11.11

神の国の奥義（３０）

＝人となられた神⑮＝

■御言葉：ヨハネ９章

① イエスとの邂逅（1 節）：通りすがりに（新共同訳）→何気なく主の視界に入る幸い；主が目を

留めることが先

② 罪と神の栄光（2 節）：神の栄光＞＞＞罪（cf.ローマ 3：7）

③ イエスのアイデンティティ：「わたしは光である」（5 節；cf.ヨハネ 1：14；イザヤ 9：2）→世（＝コ

スモス）とは人々の事、すなわち歴史的な受肉を指す

④ 盲人の癒し（6-8 節）：つば（=イエスは人であることの証明）で土をこね（cf.創世記 2：

7=yatsar=form）、盲人の目に塗る→イエスの口から出る成分で土（＝アダマ＝私たち）をこ

ねる（cf.イザヤ 29：16；45：9）→シロアム（遣わされた者＝イエス、創世記 49：10 の預言の

成就）の池で洗う→目が開かれる（＝神のわざの理解し難さ）

⑤ パリサイ派の盲目（13-34 節）：主は安息日の主であり、主が何かをされると必ず波風が立

つ→宗教の霊（＝自己栄光化の霊）が刺激される（例 ユダヤ人のプライド；28 節）

⑥ 見えることとはイエスを誰とするかの問題（37 節）

⑦ イエスのわざ：盲人を癒し（イザヤ 42：16）、目の見える者を裁く（＝イエスを信じないこと；ヨ

ハネ 3：18）

⑧ "見える者"たちのわざわい（41 節）

⑨ 私たちの祈り（エペソ 1：18）：心の目（＝理解力の目）が開かれること（cf.2 コリント 4：4）→ク

リスチャンも同じ（イエス以外に主義や思想などに目を注ぐ者は盲目）

⑩ 知恵と啓示の霊に絶えずとどまる（エペソ 1：17）；光の中で光を見る（詩篇 36：9）

■暗証聖句

9:3 イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない。

神の業がこの人に現れるためである。

9:5 わたしは、世にいる間、世の光である。」

9:37 イエスは言われた。「あなたは、もうその人を見ている。あなたと話しているのが、その人

だ。」

1:17 どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがたに知

恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、

1:18 心の目を開いてくださるように。そして、神の招きによってどのような希望が与えられてい

るか、聖なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるよ

うに。


